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  8 ［土］ ウェイウェイ・ウー 二胡コンサート 無限の調べ～「∞Infinity∞」in豊橋

　　　　 ◉PLAT主ホール

  8 ［土］－9 ［日］JACROW『ざくろのような』『つながるような』◉PLATアートスペース

11 ［火］ シス・カンパニー公演『ヴィクトリア』◉PLAT主ホール

11 ［火］ 気まぐれコンサート～小川惠司氏を偲んで～◉PLATアートスペース

17 ［月・祝］ 和太鼓 志多ら つながる和太鼓「陽かりさす」◉PLAT主ホール

19 ［水］－20 ［木］ 豊橋演劇鑑賞会 第297回例会 

　　　　 文学座公演『昭和虞美人草』◉PLAT主ホール

20 ［木］ プラットワンコインコンサート 濵田紗冶伽「打楽器の宴」

　　　　 ◉PLATアートスペース

23 ［日］ 第６回 藤城抄知子バレエアカデミー発表会◉PLAT主ホール

25 ［火］ 小山貴成＆波多野菫スペシャルデュオ
　　　　 心ゆさぶる低音と魅惑のアンサンブル◉PLATアートスペース

29 ［土］ 映画『プリズン・サークル』上映会＆トーク◉PLAT主ホール

29 ［土］ アイゲンアート・ミュージックpresents 峯島望美ソプラノリサイタル

　　　　 ◉PLATアートスペース

31 ［月］ 松竹大歌舞伎◉PLAT主ホール

  5 ［土］－6 ［日］PLATダンス・レジデンス作品集

康本雅子『全自動煩脳ずいずい図』◉PLATアートスペース

  8 ［火］ プラット親子わくわくプログラム2023／若手音楽家育成事業 

　　　　 MuSA「テューバとマリンバの夏休みコンサート」◉PLATアートスペース

  9 ［水］－10 ［木］ 『ピエタ』◉PLAT主ホール

11 ［金・祝］－13 ［日］ ハートグローバルミュージック
アウトリーチツアー 2023夏 in豊橋
　　　　 ◉PLAT主ホールほか

15 ［火］ 桜丘高校和太鼓部「桜花太鼓」自主公演◉PLAT主ホール

19 ［土］ プラット親子わくわくプログラム2023 『くるみ割り人形外伝』

◉PLAT主ホール

19 ［土］ 佐々木バレエスタジオ おさらい会2023◉PLATアートスペース

20 ［日］ 第56回日本民踊研究会東三支部 民踊まつり◉PLAT主ホール

25 ［金］－27 ［日］ お店をつくろう！小さなまちづくりプロジェクト
◉PLATアートスペース

27 ［日］ 鈴木馨バレエスタジオ発表会「THE ODORI VOL.44」

◉PLAT主ホール

公益財団法人
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『くるみ割り人形外伝』
作・演出  根本宗子［ねもと・しゅうこ］
1989年生。19歳で劇団、月刊「根本宗子」を旗
揚げ。以降、すべての作品の作、演出を手掛け、
外部プロデュース作品での作、演出、出演も多数。
2021年10月31日俳優活動終了。音楽家との
タッグで生み出すオリジナルの音楽劇や、配信作
品を発表するなど、常に新しい演劇の形と向き
合っている。2019年『クラッシャー女中』、2020年
『もっとも大いなる愛へ』等で岸田國士戯曲賞最終
候補となる。2022年、自身初の小説『今、出来る、
精一杯。』刊行。原作・脚本を担当した映画『もっ
と超越した所へ。』が公開。
音楽・演奏  小春［こはる］（チャラン・ポ・ランタン）
昭和生まれ。妹・ももとの姉妹ユニット「チャラン・
ポ・ランタン」のメンバー。アコーディオンを担当。
７歳の時にサーカスを観に行ったことをきっかけ
にアコーディオンを始める。2021年9月に独立し
たタイミングで、自身がプロデュースした手頃な値
段のボタンアコーディオン「Bebe Medusa」の予
約販売を開始。一晩で531台売り上げる。映画や
ドラマ、舞台への楽曲提供・イラスト・執筆、動画
編集など活動の範囲は多岐に渡る。

インタビュー インタビュー表紙の顔目次

康本雅子［やすもと・まさこ］
1999年よりダンス活動を開始。国内外にて自作
品を発表するほか、演劇やミュージックビデオ、広
告への振付など多岐に渡るジャンルにおいて活
動。音楽家とのコラボレーションも多数行っている。
近年は小学生や高校生との創作や、自ら主催して
小学生向けの性教育ワークショップを行うなど活動
の場を広げている。2019年に穂の国とよはし芸術
劇場のダンス・レジデンスにて滞在制作で創作し
たダンス作品「全自動煩脳ずいずい図」を2020
年に京都にて発表。同年、東京、北九州にてリク
リエーションの上、再演。2023年に再リクリエー
ションし、穂の国とよはし芸術劇場と横浜にて上
演する。20年よりセゾン文化財団セゾン・フェロー
アーティスト。

豊橋アーティスト・レジデンス「ダンス・レジデンス」
で2019年に滞在制作した康本雅子。2020年に京
都、東京、福岡と上演を重ねた最新作がリクリエイ
ションされ、8月に再々上演されます。そこで最新作
のこと、また現在ダンスが抱える問題についてお話を
聞きました。

康本――最近私がすごく強く思うのは、多くの人に
とって「ダンス」というとテレビやネットで出会うものだ
けなんです。世の中に垂れ流されている情報のみで
ダンスを捉えているのがとても残念で、また危険だな
とさえ思うんです。
――確かに、かつてに比べるとダンスのイメージは
随分狭く限定的なものになっている気がしますね。
康本――子どもを対象としたワークショップでは、子
どもたちから「早く（流行の）ダンスしようよ」とか言わ
れることがあって。振り付けに従い音楽に合わせて体
を動かすことがダンスと子どもたちは思い込んでいる
ので、終わってから「今日はダンスしなかったね」と
か言われてしまうんですね。
――確かに、たとえば tiktokっていわばダンスのカ

ラオケで、指示通り体を動かすと、なんとなく踊った
気になれるのかもしれない。けれども、果たしてそれ
はダンスなのだろうか？際限なくああした映像を浴び
ていると、社会が課してくるルールに黙って体をはめ

中村ノブアキ［なかむら・のぶあき］
1967年生まれ、千葉県出身。JACROW代表・脚
本家・演出家。横浜国立大学在学中に演劇活動
開始。卒業後、サラリーマンとして働きながら演劇
活動を続ける二足の草鞋を履く演劇人。社会的な
モチーフで人間を描く会話劇を得意とする。 青年
座や椿組など、外部団体に脚本提供も積極的に
行っている。

映画『プリズン・サークル』上映会＆トーク
平田満［ひらた・みつる］
愛知県豊橋市出身。つかこうへい事務所にて俳
優活動をスタート。映画・テレビ・舞台などに数多く
出演。映画『蒲田行進曲』で日本アカデミー賞主
演男優賞など受賞。舞台『こんにちは、母さん』
『ART』『THE NETHER』で読売演劇大賞男優賞
を、『海をゆく者』『失望のむこうがわ』で紀伊國屋
演劇賞を受賞。2006年アル☆カンパニーを設立。
『（お）もろい夫婦』以来、『荒れ野』『POPPY!!!』な
どを制作、出演。PLATの初代芸術文化アドバイ
ザー。2018年4月より同劇場アソシエイトアーティ
ストに就任。

込むことがダンスだと思い込んでしまうきらいがあ
る、、、確かに危険ですね。
康本――ダンスに限らず、情報化社会がもたらす固
定観念の限定や危険に気づいてほしいんです。自
分の頭で考え、自分の体で感じてほしいんです。た
とえば、ダンスを見ていると「（ダンスが体に）入ってく
る」ときがあると思うんです。わかるわからない、じゃな
くて。私は共感よりも「共振（共震）」が大事だと思って
います。共に震えながら、相手を体で受け止める。自
分の皮膚感覚で受け止めた「身体的な体験」は能動
的で、ただ「見て楽しかった」とは異なる経験です。
――今の世の中、みんなきゅうきゅうとしていますね。
あらゆる場面で社会の『振り付け』に従わざるをえず、
同調圧力に自分を見失うこともあるでしょう。振付家、
ダンサーである以前に、個人としてまた母親として康
本さんもそうした社会に生きていて、その実感が作品
に色濃く影を落としているんですね。
康本――自分の子どもに関しても、母親としての自
分の思いとは別に、あっという間に自分の手を離れ
て、俗世間にまみれて成長していくわけです。そうする
と否が応でも色んな価値観や考えに惑わされる訳な
ので、そうなると信用できるのは自分の体を通して得
た感覚であって、これだけは誰にも侵害できない自
分だけのもの、という気がするんです。
――その感覚が社会のルールからはみ出ることもある

でしょう。
康本――はみ出たところが手垢のついてない本来の
感覚だったりもしますよね、、でも私は体感としてそう
いう経験があるからそう言えるんであって。一度もは
み出た経験のないまま、小学校からコンプライアンス
偏重でマニュアルばかりを教えられる状況に暮らし
ていたら、わからなくなってしまうと思う。
――はみ出ること＝悪、みたいなね。
康本――そうそう。でも、ひととひととが付き合うときに、
それを許さなかったら、絶対自分がきついはずです
よ。本当は（人生なんて）はみ出ることだらけなんだか
ら。性教育のワークショップを実施しているのも、自分
の皮膚感覚で受け止めたことがすべてであり、マニュア
ル的に「こう言われたら、それは悪いこと」みたいな話
では片付かないことについて感じ、考えてほしいから
やっています。自分の皮膚感覚で受け止めてOKだっ

たら自分の中ではOKなんだよ。って私は思ってる。
――ワークショップでは、誰かから体に触れられたと
き、それがどんな気持ちを生むのか子どもが確認す
る、といったワークを行っていますね。
康本――例えば身内であったとしても、もし嫌な感じ
がしたらそう自分が感じたことが全てであって、それを
まずは確認してほしいんです。脳の判断以外にも皮
膚で判断することもあるよ、と。
――情報という「激辛カレー」で麻痺してしまった体
が、あらためて、微妙で豊かな世界の味わいを取り
戻すこと、なのかもしれませんね。
康本――今は人類史上、一番その部分が退化して
る時代なんじゃないかなと思っています。文明が進化
すればするほど、身体を使わなくて済むから。

最新作『全自動煩脳ずいずい図』について

――『全自動煩脳ずいずい図』というタイトルが面白
いですね。私などは康本さんらしい言葉遊びだなあと
思ってしまいます。タイトルの説明から、この作品を
紹介してもらえますか。
康本――「煩脳」とあるので、ご覧いただいたお客さ
んの中には、作品のなかにあれも煩悩かなこれも煩
悩かなと、「煩悩探し」をされる方もおられるようで、、、
でも、タイトルに作品の答えを込めたつもりはなく、一
応、わかりやすく意味が固定されない絶妙なところを
狙っているつもりです。ちょっとイメージできるその手
前を「ずいずい」で外す、みたいな。あと、当初から
作品全体を「絵巻物みたいにしたい」ということは考
えていて、
――タイトルの「図」って言葉とかかわりますか？
康本――そう。起承転結もなく、人間の生態をあらわ
したものにしたいと思っていて。ずっと、絵巻物が
延々と終わらないみたいに、観客を取り囲むサラウ
ンドでやっていてもいいかな、みたいな。ダンスのな
かにある動きの反復が頻繁に出てくるのですけれど、

8月5日［土］、6日［日］14：30開演
作・振付＝康本雅子

音楽提供＝オオルタイチ
出演＝小倉 笑、菊沢将憲、小林萌、小山まさし、

鈴木春香、辻本 佳、村上 渉、康本雅子
会場＝PLATアートスペース

PLATダンス・レジデンス作品集
康本雅子

『全自動煩脳ずいずい図』
意味や記号から解き放たれた体から生まれる関係性
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その元にあるのは、どこを見ても変わらずシーンが展
開されている絵巻物感なんです。
――確かに、動きの反復を繰り返す点では、ダン
サーたちがいつからあんなことになってしまっているの

か !?という発端も終端もわからずただそうなっている
みたいな舞台ですね。
康本――それと、お客さんにこの「図」の世界に入り
込んでもらうには、ある程度の反復が必要だと思って
います。何度か繰り返すことでこの世界に呑まれて
いってもらいたいのです。
――観客として見ていると、体がほかほかしてくるん
ですよ（笑）。自分の体にダンスが侵入してくる感じ
があるんです。じゃあ「全自動」の意味は？
康本――「全自動」は、自分の欲望って、果たして自
分のものかわからない、欲しているのか欲するよう促
されているのか、揺らいでいる自分がいると思うんで
す。たとえば、子どもを愛することも「子どもを愛せよ」
と無条件に私たちに埋め込まれたものかもしれない。
一旦モラルで抑えているだけで、暴力性も含めて、あ
れこれと出どころの知れん欲に突き動かされている側
面が私たちにはあります。
――なるほど。自分の中のままならない部分と出会うと
いうわけですね。
康本――また、出演するダンサーたちは運動の反復
を繰り返すことで無我になりかけるギリギリまで行くん
です。本当に無我になったらおしまいなんだけど、そ
の手前までちゃんと行かないと。私は舞台のダンサー
が冷静なままだとダメだと思っているし、これちゃんと
やらないと私もダンサーたちも飛ばないんだよね。た
だそこで動いてるだけ、になってしまう。
――自分の意思で踊っているレヴェルを超えて、何
かに踊らされているくらいにならないと踊っていること
にならない。
康本――そう、飛ばないと。少なくともこの作品は、そ
こまでやらないと。ダンサーもお客さんも「白紙状態」
にまで至らないと。私がダンスを見に行くのは自分が
「白紙」の状態になりたくて、見に行くんです。一瞬で
も「白紙」になれたら、自分がリセットされたような気
持ちになれるんです。
――そこにもかかわると思うのですが、康本さんの公
演を観るたびに、私はそこに「生命」（生も性も含む）
がとり扱われていると感じます。モラルや社会規範や
ネットが伝える情報などが今の私たちの体にはびっし
りと幾重にも貼り付いてしまっている。けれども、そうい
う澱を突き破ってくる力に出会いたいと康本さんは感
じていて、そうした「生命」へ向けた康本さんの眼差
しが舞台を満たしているんです。
康本――「白紙状態」まで行けば、頭ばかりで考えて
るしんどさから一瞬抜けられるでしょうし、それによっ
て「逃げ場」としての身体を手にできたなら、それを日
常で使うことも可能でしょう。それは「自分の体を思い
出す」ということと同じなのかもしれません。
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作・演出  根本宗子［ねもと・しゅうこ］
1989年生。19歳で劇団、月刊「根本宗子」を旗
揚げ。以降、すべての作品の作、演出を手掛け、
外部プロデュース作品での作、演出、出演も多数。
2021年10月31日俳優活動終了。音楽家との
タッグで生み出すオリジナルの音楽劇や、配信作
品を発表するなど、常に新しい演劇の形と向き
合っている。2019年『クラッシャー女中』、2020年
『もっとも大いなる愛へ』等で岸田國士戯曲賞最終
候補となる。2022年、自身初の小説『今、出来る、
精一杯。』刊行。原作・脚本を担当した映画『もっ
と超越した所へ。』が公開。
音楽・演奏  小春［こはる］（チャラン・ポ・ランタン）
昭和生まれ。妹・ももとの姉妹ユニット「チャラン・
ポ・ランタン」のメンバー。アコーディオンを担当。
７歳の時にサーカスを観に行ったことをきっかけ
にアコーディオンを始める。2021年9月に独立し
たタイミングで、自身がプロデュースした手頃な値
段のボタンアコーディオン「Bebe Medusa」の予
約販売を開始。一晩で531台売り上げる。映画や
ドラマ、舞台への楽曲提供・イラスト・執筆、動画
編集など活動の範囲は多岐に渡る。

インタビュー インタビュー表紙の顔目次

康本雅子［やすもと・まさこ］
1999年よりダンス活動を開始。国内外にて自作
品を発表するほか、演劇やミュージックビデオ、広
告への振付など多岐に渡るジャンルにおいて活
動。音楽家とのコラボレーションも多数行っている。
近年は小学生や高校生との創作や、自ら主催して
小学生向けの性教育ワークショップを行うなど活動
の場を広げている。2019年に穂の国とよはし芸術
劇場のダンス・レジデンスにて滞在制作で創作し
たダンス作品「全自動煩脳ずいずい図」を2020
年に京都にて発表。同年、東京、北九州にてリク
リエーションの上、再演。2023年に再リクリエー
ションし、穂の国とよはし芸術劇場と横浜にて上
演する。20年よりセゾン文化財団セゾン・フェロー
アーティスト。

豊橋アーティスト・レジデンス「ダンス・レジデンス」
で2019年に滞在制作した康本雅子。2020年に京
都、東京、福岡と上演を重ねた最新作がリクリエイ
ションされ、8月に再々上演されます。そこで最新作
のこと、また現在ダンスが抱える問題についてお話を
聞きました。

康本――最近私がすごく強く思うのは、多くの人に
とって「ダンス」というとテレビやネットで出会うものだ
けなんです。世の中に垂れ流されている情報のみで
ダンスを捉えているのがとても残念で、また危険だな
とさえ思うんです。
――確かに、かつてに比べるとダンスのイメージは
随分狭く限定的なものになっている気がしますね。
康本――子どもを対象としたワークショップでは、子
どもたちから「早く（流行の）ダンスしようよ」とか言わ
れることがあって。振り付けに従い音楽に合わせて体
を動かすことがダンスと子どもたちは思い込んでいる
ので、終わってから「今日はダンスしなかったね」と
か言われてしまうんですね。
――確かに、たとえば tiktokっていわばダンスのカ

ラオケで、指示通り体を動かすと、なんとなく踊った
気になれるのかもしれない。けれども、果たしてそれ
はダンスなのだろうか？際限なくああした映像を浴び
ていると、社会が課してくるルールに黙って体をはめ

中村ノブアキ［なかむら・のぶあき］
1967年生まれ、千葉県出身。JACROW代表・脚
本家・演出家。横浜国立大学在学中に演劇活動
開始。卒業後、サラリーマンとして働きながら演劇
活動を続ける二足の草鞋を履く演劇人。社会的な
モチーフで人間を描く会話劇を得意とする。 青年
座や椿組など、外部団体に脚本提供も積極的に
行っている。

映画『プリズン・サークル』上映会＆トーク
平田満［ひらた・みつる］
愛知県豊橋市出身。つかこうへい事務所にて俳
優活動をスタート。映画・テレビ・舞台などに数多く
出演。映画『蒲田行進曲』で日本アカデミー賞主
演男優賞など受賞。舞台『こんにちは、母さん』
『ART』『THE NETHER』で読売演劇大賞男優賞
を、『海をゆく者』『失望のむこうがわ』で紀伊國屋
演劇賞を受賞。2006年アル☆カンパニーを設立。
『（お）もろい夫婦』以来、『荒れ野』『POPPY!!!』な
どを制作、出演。PLATの初代芸術文化アドバイ
ザー。2018年4月より同劇場アソシエイトアーティ
ストに就任。

込むことがダンスだと思い込んでしまうきらいがあ
る、、、確かに危険ですね。
康本――ダンスに限らず、情報化社会がもたらす固
定観念の限定や危険に気づいてほしいんです。自
分の頭で考え、自分の体で感じてほしいんです。た
とえば、ダンスを見ていると「（ダンスが体に）入ってく
る」ときがあると思うんです。わかるわからない、じゃな
くて。私は共感よりも「共振（共震）」が大事だと思って
います。共に震えながら、相手を体で受け止める。自
分の皮膚感覚で受け止めた「身体的な体験」は能動
的で、ただ「見て楽しかった」とは異なる経験です。
――今の世の中、みんなきゅうきゅうとしていますね。
あらゆる場面で社会の『振り付け』に従わざるをえず、
同調圧力に自分を見失うこともあるでしょう。振付家、
ダンサーである以前に、個人としてまた母親として康
本さんもそうした社会に生きていて、その実感が作品
に色濃く影を落としているんですね。
康本――自分の子どもに関しても、母親としての自
分の思いとは別に、あっという間に自分の手を離れ
て、俗世間にまみれて成長していくわけです。そうする
と否が応でも色んな価値観や考えに惑わされる訳な
ので、そうなると信用できるのは自分の体を通して得
た感覚であって、これだけは誰にも侵害できない自
分だけのもの、という気がするんです。
――その感覚が社会のルールからはみ出ることもある

でしょう。
康本――はみ出たところが手垢のついてない本来の
感覚だったりもしますよね、、でも私は体感としてそう
いう経験があるからそう言えるんであって。一度もは
み出た経験のないまま、小学校からコンプライアンス
偏重でマニュアルばかりを教えられる状況に暮らし
ていたら、わからなくなってしまうと思う。
――はみ出ること＝悪、みたいなね。
康本――そうそう。でも、ひととひととが付き合うときに、
それを許さなかったら、絶対自分がきついはずです
よ。本当は（人生なんて）はみ出ることだらけなんだか
ら。性教育のワークショップを実施しているのも、自分
の皮膚感覚で受け止めたことがすべてであり、マニュア
ル的に「こう言われたら、それは悪いこと」みたいな話
では片付かないことについて感じ、考えてほしいから
やっています。自分の皮膚感覚で受け止めてOKだっ

たら自分の中ではOKなんだよ。って私は思ってる。
――ワークショップでは、誰かから体に触れられたと
き、それがどんな気持ちを生むのか子どもが確認す
る、といったワークを行っていますね。
康本――例えば身内であったとしても、もし嫌な感じ
がしたらそう自分が感じたことが全てであって、それを
まずは確認してほしいんです。脳の判断以外にも皮
膚で判断することもあるよ、と。
――情報という「激辛カレー」で麻痺してしまった体
が、あらためて、微妙で豊かな世界の味わいを取り
戻すこと、なのかもしれませんね。
康本――今は人類史上、一番その部分が退化して
る時代なんじゃないかなと思っています。文明が進化
すればするほど、身体を使わなくて済むから。

最新作『全自動煩脳ずいずい図』について

――『全自動煩脳ずいずい図』というタイトルが面白
いですね。私などは康本さんらしい言葉遊びだなあと
思ってしまいます。タイトルの説明から、この作品を
紹介してもらえますか。
康本――「煩脳」とあるので、ご覧いただいたお客さ
んの中には、作品のなかにあれも煩悩かなこれも煩
悩かなと、「煩悩探し」をされる方もおられるようで、、、
でも、タイトルに作品の答えを込めたつもりはなく、一
応、わかりやすく意味が固定されない絶妙なところを
狙っているつもりです。ちょっとイメージできるその手
前を「ずいずい」で外す、みたいな。あと、当初から
作品全体を「絵巻物みたいにしたい」ということは考
えていて、
――タイトルの「図」って言葉とかかわりますか？
康本――そう。起承転結もなく、人間の生態をあらわ
したものにしたいと思っていて。ずっと、絵巻物が
延々と終わらないみたいに、観客を取り囲むサラウ
ンドでやっていてもいいかな、みたいな。ダンスのな
かにある動きの反復が頻繁に出てくるのですけれど、

8月5日［土］、6日［日］14：30開演
作・振付＝康本雅子

音楽提供＝オオルタイチ
出演＝小倉 笑、菊沢将憲、小林萌、小山まさし、

鈴木春香、辻本 佳、村上 渉、康本雅子
会場＝PLATアートスペース

PLATダンス・レジデンス作品集
康本雅子

『全自動煩脳ずいずい図』
意味や記号から解き放たれた体から生まれる関係性
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その元にあるのは、どこを見ても変わらずシーンが展
開されている絵巻物感なんです。
――確かに、動きの反復を繰り返す点では、ダン
サーたちがいつからあんなことになってしまっているの

か !?という発端も終端もわからずただそうなっている
みたいな舞台ですね。
康本――それと、お客さんにこの「図」の世界に入り
込んでもらうには、ある程度の反復が必要だと思って
います。何度か繰り返すことでこの世界に呑まれて
いってもらいたいのです。
――観客として見ていると、体がほかほかしてくるん
ですよ（笑）。自分の体にダンスが侵入してくる感じ
があるんです。じゃあ「全自動」の意味は？
康本――「全自動」は、自分の欲望って、果たして自
分のものかわからない、欲しているのか欲するよう促
されているのか、揺らいでいる自分がいると思うんで
す。たとえば、子どもを愛することも「子どもを愛せよ」
と無条件に私たちに埋め込まれたものかもしれない。
一旦モラルで抑えているだけで、暴力性も含めて、あ
れこれと出どころの知れん欲に突き動かされている側
面が私たちにはあります。
――なるほど。自分の中のままならない部分と出会うと
いうわけですね。
康本――また、出演するダンサーたちは運動の反復
を繰り返すことで無我になりかけるギリギリまで行くん
です。本当に無我になったらおしまいなんだけど、そ
の手前までちゃんと行かないと。私は舞台のダンサー
が冷静なままだとダメだと思っているし、これちゃんと
やらないと私もダンサーたちも飛ばないんだよね。た
だそこで動いてるだけ、になってしまう。
――自分の意思で踊っているレヴェルを超えて、何
かに踊らされているくらいにならないと踊っていること
にならない。
康本――そう、飛ばないと。少なくともこの作品は、そ
こまでやらないと。ダンサーもお客さんも「白紙状態」
にまで至らないと。私がダンスを見に行くのは自分が
「白紙」の状態になりたくて、見に行くんです。一瞬で
も「白紙」になれたら、自分がリセットされたような気
持ちになれるんです。
――そこにもかかわると思うのですが、康本さんの公
演を観るたびに、私はそこに「生命」（生も性も含む）
がとり扱われていると感じます。モラルや社会規範や
ネットが伝える情報などが今の私たちの体にはびっし
りと幾重にも貼り付いてしまっている。けれども、そうい
う澱を突き破ってくる力に出会いたいと康本さんは感
じていて、そうした「生命」へ向けた康本さんの眼差
しが舞台を満たしているんです。
康本――「白紙状態」まで行けば、頭ばかりで考えて
るしんどさから一瞬抜けられるでしょうし、それによっ
て「逃げ場」としての身体を手にできたなら、それを日
常で使うことも可能でしょう。それは「自分の体を思い
出す」ということと同じなのかもしれません。
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矢作――まずは、JACROW（ジャクロウ）とはどういう劇
団なのかをお聞かせください。
中村――企業モノや政治モノ、そういった社会的な背
景を基にした、ひとりひとりの悲哀や悲喜劇を描いて
いる2001年に立ち上げた団体です。
矢作――演劇は大学時代から始めたのでしょうか。
中村――そうです。大学時代は役者でした。
矢作――そうすると、劇団立ち上げまでにブランクがあ
りますが。
中村――普通に会社員として働いていました。
矢作――働いていたけど、やはり演劇をやろうと思っ
たのでしょうか。
中村――そうです。とある社会人劇団から客演で呼ば
れ、出演したら血が騒ぎ出し、やはり演劇をやりたい
と思い劇団を立ち上げました。集めたメンバーが俳優
ばかりだったので、自分で劇作も演出もやるしかないと
思い、我流で初めました。立ち上げ当初は劇団員はい
なくて、私一人のプロデュースということで、公演毎に俳
優を集めるというスタイルでやっていました。2005年
頃に女優が一人加わり、二人で暫くやっていましたが、
2015年くらいから少しずつ劇団員が増えて現在10人
となりました。
矢作――我流で始めたところから、劇作家・演出家と
してある程度のレベルまできたと感触を掴んだのは、
いつ頃でしょうか。
中村――それは、今回上演する『ざくろのような』の初演
（2015年）です。これでようやく劇作家・演出家として
やっていける手応えを感じました。なので、この作品に
めちゃくちゃ思い入れがあります。
矢作――次に、今回の作品についてお伺いします。
『経済三編』と銘打った企業ものの三作品のうち、プラッ
トでは『ざくろのような』とそのスピンオフ的な『つながるよ
うな』の二作品を上演します。まず『ざくろのような』で描
かれている、リチウムイオン電池の開発をめぐる企業の
話を思いついたきっかけをお伺いできますか。
中村――それは、日本の大手電機メーカーによる企業
買収の話を描いた一冊の本です。たまたまそれを読ん
だら、その中の人達の苦しみに共感し、新たな創作劇
として立ち上げることを思いつきました。
矢作――企業の中の開発の話を描くにあたり、実際に
開発に携わっている人が見た時に、嘘くさいと思われな
いようにするために、どのようなことをしたのでしょうか。
中村――専門書とかネットとか、あと僕の大学時代の
友人にたまたま電池の開発に携わっている人がいたの
で、どういう服を着て実験して、どういう会話をしている
のかなどという話を聞きました。
矢作――またヘッドハンティングについても描かれて
いますが、これも本の中に出てきたものですか。
中村――それは完全にフィクションです。実は、本当
の話で一つあったのは、買収されることになる企業のエ
ンジニアがある日行方不明になり、仲間が探してみる
とどうやら韓国の電機メーカーに転職しているらしいと

分かり、問い合わせをしたら「そんな人はいません」と
回答されたという話。彼は今どこにいるか本当に分から
ない。という話を読んだ時に、日本人の技術流出を背
景にしたヘッドハンティングだなというのを勝手に想
像し、相手企業を中国の企業に変え、中国から日本
人技術者を引き抜くという話を思いつきました。
矢作――その後の状況を見ると、まさしく今日的という
か、初演から数年後には現実的になってきた感じがし
ます。
中村――そうですね。今や日本は本当に立ち遅れてい
るので。
矢作――今回の作品では、中心となる二人の開発者
の関係性がとても象徴的ですが、この二人については
どのように演出したのでしょうか。
中村――僕自身の性質は完全に狩野和馬が演じるサ
ブリーダーの蔦派です。組織人間で、いわゆる組織に
従順なタイプです。そうすると、その蔦から見た小平伸
一郎演じるリーダーの野間の存在はめちゃくちゃ憧れ
になる。
　お客様もきっと多数が、野間みたいな生き方は憧れ
だけど、あんなことはできないよね。あんな一匹狼的に
はできないよねと感じるだろうと考えたので、とにかく蔦
のリアルさをとことん追求してこだわりました。とにかく
蔦がお客様を代表する立場であり、野間はある種ヒー
ローに見えるけれども、悪役でもある。そういう関係性の
中で伝わるように演出したつもりです。
矢作――次に『ざくろのような』のスピンオフで『つなが
るような』という短編作品についてお伺いできますでしょ
うか。
中村――『ざくろのような』に出てくる野間とその奥さん
の、その後の二人の物語です。まさにコロナ禍で、
2020年にいろんな会社がマスクを作り出し、それこそ
電機メーカーまでもがマスクを作り出したことを知り、話
を膨らませました。
矢作――最後に、JACROWを初めて見る人に対して
何かメッセージをいただけますでしょうか。
中村――今回上演する『ざくろのような』の「ざくろ」は、
外見はおいしそうに見えるけど、中はものすごくグロテ
スクな果実で、これはJACROWの劇団名の元ネタでも
あります。一見普通に見える組織だけど、中に入ってみ
るとぐちゃぐちゃしているとかグロテスクな組織というの
はどこにでもあるし、いろんな人がそこに思いを抱えて
いる世界を描いているので、自分事として見ることがで
きる作品だと思います。
　『つながるような』は、2020年のコロナ禍で、世間が
大騒ぎしている中で作られた20分の小編です。『ざく
ろのような』に比べると、ちょっと見やすくなっていると思
うので、二作品をセットで見ていただけると今の日本の
置かれている状況だとか当時のコロナのこととかも思い
出され、きっと感じることも多くあると思いますので、多く
の方に見ていただきたいと思います。
矢作――ありがとうございます。

ご存知三遊亭小遊三をはじめ、
豊橋出身の桂文月など人気者・芸達者が勢揃い！

『ぷらっと落語会』
一月晦日の初笑い

1月31日［火］18：30開演
出演＝三遊亭小遊三、桂文月、ナオユキ、三遊亭金の助ほか

会場＝PLAT主ホール

MONO
『なるべく派手な服を着る』

父危篤の知らせを受けて集まった
愚かで愛おしい兄弟達を巡る物語。

3月18日［土］、19日［日］14：30開演
作・演出＝土田英生

出演＝奥村泰彦、水沼 健、金替康博、土田英生、尾方宣久、
渡辺啓太、石丸奈菜美、高橋明日香、立川 茜

会場＝PLATアートスペース

とよはしアートフェスティバル2023

大道芸inとよはし
四年ぶりに街中に登場。

5月4日［木・祝］、5日［金・祝］
会場＝PLATほか

街に感情があふれる二日間。
プロデューサー  橋本隆平 

聞き手 吉川剛史 穂の国とよはし芸術劇場 PLAT事業制作部

7月8日［土］・9日［日］14：30開演
＊短編二人芝居『つながるような』7月8日［土］17:30開演
脚本・演出＝中村ノブアキ
出演＝小平伸一郎、狩野和馬、宮越麻里杏、
谷仲恵輔、福田真夕、芦原健介、佐藤貴也、吉田テツタ、堤千穂
会場＝PLATアートスペース

JACROW

『ざくろのような』
「会社とは」「働くとは」を問いかける。
企業戦士たちの物語。
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　松竹大歌舞伎の巡業公演がまる三年ぶりに復活し
たことはとてもうれしい。そこで「ぷらっと」で上演される
作品の魅力、見どころを紹介したい。

「菊畑」
　幕が開くと一面の菊。「畑」といっても花木の造園で
はなく、お屋敷の庭園だ。主は吉岡鬼一法眼。平家全
盛の時代、清盛に仕える文武両道に秀でた老人。真っ
白い髭が印象的。陰陽師として知識が豊か、剣術にも
優れ風格がある。しかし心の底が知れぬ謎の人物。こ
の館に牛若丸が名前を隠して奉公し、鬼一が所持し
ている兵法（戦の攻め方）を記した巻物を奪おうという
物語が展開する。牛若丸はのちの源義経。源平の合
戦でなぜあんなに強かったかという秘密がこの芝居でよ
くわかる。
　菊畑の中央に智恵内がいる。繻子奴という色気のあ
る扮装。庭掃除をしている奴さんだ。そこへ腰元とともに、
杖を突きながら鬼一が登場。この杖は漆塗りで取っ手
に鳩が彫られている上等なステッキ。持ち方も独特。近
くの方は必見。
　第一声が「咲いたわ咲いたわ」と満足気。そのあと義
太夫の語りにある「主殿司」「御垣守」「京小袖」などは菊
の銘柄。難しい言葉が出てくると思考がストップしそうだ
が、菊の誉め言葉なのだと軽く考えよう。智恵内の掃除
の仕方を褒め、同じ熊野の出身だと語る鬼一。
　実は智恵内の本名は吉岡喜三太。鬼一の実の弟。
しかし鬼一は、幼いころ別れたため顔を知らない。兄
弟の父はもともと源氏方、しかし、鬼一は清盛に奉公、
弟は牛若丸を守るため、身分を隠しているのだ。
　そこへ、美しい姿の若衆奴・虎蔵が帰ってくる。美男
のはず、これがイケメンヒーローの牛若丸なのだ。歌舞
伎はなにも知らなくても楽しめるが、「鬼一の兄弟」とか
「実は牛若」など知っていて見ると何倍も楽しめる。この
あと鬼一は智恵内に虎蔵を「杖で打て」と命じる。ここが
ポイント。理由は外出に同道した姫君を伴って帰っ
てこなかった落ち度。命令されても牛若は主人なので
智恵内は困惑。ここは弁慶が義経を打つ「勧進帳」
の場面に重なって見逃せない。
　このあと姫君・皆鶴登場。一気に華やかになる。牛
若に恋をしている。また横恋慕する清盛の重臣、湛海。
見るからに悪そうで鬼一の家を乗っ取る企み。歌舞伎
ならではのキャラクター様々を楽しめる。虎蔵は姫の
恋心を利用して「巻物」を手に入れようとするが・・・
実は姫は虎蔵の正体を知っていて・・・・と思わぬ方
向に・・・・
　今回は上演されないが、やはり知っておくとさ
らに楽しめる秘密をお教えする。牛若丸が鞍馬
山で天狗から剣術指南を受けたのは有名な伝
説。その大天狗が実は鬼一法眼で、源氏に心
寄せていたことが後で判明。また「巻物」は皆
鶴姫に託し牛若と結婚させる。鬼一は責任

を取って切腹して果てる・・・という壮絶な物語が、この
幕のあと展開する。冒頭「底の知れぬ謎の人物」とかい
た「底」はこれ。じっくり楽しみたい。ちなみに巻物の正
式名称は「六韜三略」その中の「虎の巻」をめぐる物語。
試験勉強で使った「虎の巻」の語源である。

「土蜘」
　新古演劇十種というサブタイトルがつく。これは市川
團十郎家の「歌舞伎十八番」同様、尾上菊五郎家の得
意の出し物、いわば家の芸として明治時代に、五代目
菊五郎が制定したものの一つという意味。明治時代、
文明開化と国際化の時代。高尚な日本の伝統文化と
しての歌舞伎を作る風潮のなか、能の「土蜘蛛」を原作
にして生まれた歌舞伎舞踊の名作である。
　背景には能舞台の鏡板を踏襲し「松羽目」という大
道具で老松が描かれ、五色の幕が下手と花道の鳥屋
口に配され能楽由来を象徴している。大江山の酒呑童
子を退治した英雄、源頼光が土蜘蛛の精に襲われる
物語。
　土蜘蛛とは本来、中央政権になびかない地方の豪族
などの意味だが、為政者側は「蜘蛛」「鬼」などと呼んで
不気味なイメージを与え、その壊滅をめざしていた。
　舞台は「頼光の館」頼光は風邪で療養中。舞踊劇な
ので随所に見どころある踊りが展開する。侍女の胡蝶が
薬を持参し、頼光を慰める踊りもそれだ。都周辺の紅
葉が美しいと高雄、嵐山などの錦織なす風景をあでや
かに描く。最初の見どころ。機嫌よく就寝する頼光に怪し
い僧が現れる。ここが次のポイント。幕の音もたてず、照
明も薄暗い中、ふと気づくと立っている。ぞっとする。比
叡山の高僧が見舞に来た。名前は智籌という。出家し
諸国修行の旅をした体験を踊る部分が見せ所だが真
夜中の訪問は不気味、名前の「ちちゅう」とは「蜘蛛」の
音読み。正体は蜘蛛！！いきなり蜘蛛の糸をまき散らし
襲い掛かる急展開。悪役スパイダーマンの登場だ。結
局、頼光が斬りつけると血を流して逃げてゆく。花道の
附け際で伏す姿が蜘蛛の形を表している。必見。
　場面はかわって大きな塚が運ばれ、土蜘蛛の棲み
処の場面に変わる。蜘蛛の血痕をたどってやってきた
のは渡辺綱ら四天王と平井保昌。塚の中から、土蜘蛛
が正体を現す。錦の能装束に身を包み、顔には恐ろし
気な隈取。これが蜘蛛の巣をかたどっている。蜘蛛
の糸をまき散らしながら戦う場面が見どころだが、

能楽から伝授された特殊な糸を繰り出す。遠くまで飛
び、後見が一瞬にして巻き取る技は鮮やかだ。さらに軍
卒八人が蜘蛛にとりつく時、左右に四人づつ組み付く
と、八本の蜘蛛の足になるところも見逃せない。
　最期はさすがの蜘蛛の精も力尽き頼光の家来たち
の刃に倒れる。長唄囃子連中の生演奏とともに存分に
歌舞伎らしさを味わえるだろう。
　今回の巡業では豊橋公演が千秋楽。座頭の尾上松
緑以下の豪華な顔ぶれで、その成果を発揮してくれるこ
とだろう。

撮影：池村隆司

鈴木杏［すずき・あん］／1996
年デビュー。2003年、映画
『Returner』で第26回日本ア
カデミー賞新人俳優賞と話題
賞をW受賞。同年、『奇跡の
人』のヘレン・ケラー役で初舞
台。その後、蜷川幸雄、いのう
えひでのり、鈴木裕美、松尾
スズキ、長塚圭史ら実力派の
演出家と組み、話題の舞台に
出演し続けている。2016年『イ
ニシュマン島のビリー』『母と
惑星について、および自転す
る女たちの記録』で第24回読
売演劇大賞最優秀女優賞を
受賞。最近の主な舞台に『イ
ニシュマン島のビリー』『母と
惑星について、および自転す
る女たちの記録』『足跡姫～時
代錯誤冬幽霊』（2017年1-3
月）など。

ご存知三遊亭小遊三をはじめ、
豊橋出身の桂文月など人気者・芸達者が勢揃い！

『ぷらっと落語会』
一月晦日の初笑い

1月31日［火］18：30開演
出演＝三遊亭小遊三、桂文月、ナオユキ、三遊亭金の助ほか

会場＝PLAT主ホール

MONO
『なるべく派手な服を着る』

父危篤の知らせを受けて集まった
愚かで愛おしい兄弟達を巡る物語。

3月18日［土］、19日［日］14：30開演
作・演出＝土田英生

出演＝奥村泰彦、水沼 健、金替康博、土田英生、尾方宣久、
渡辺啓太、石丸奈菜美、高橋明日香、立川 茜

会場＝PLATアートスペース
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生と死。聖と俗。時空を突き抜ける音楽劇。
6月14日［水］13：00開演
作＝菅専助、若竹笛躬
監修・補綴・上演台本＝木ノ下裕一
上演台本・演出・音楽＝糸井幸之介
出演＝内田慈、土屋神葉／谷山知宏、永島敬三、
永井茉梨奈、飛田大輔、石田迪子、
山森大輔／伊東沙保、西田夏奈子、武谷公雄
会場＝PLAT主ホール

木ノ下歌舞伎

糸井版摂州合邦辻

松竹大歌舞伎の巡業公演がまる三年ぶりに復活したことはとてもうれしい。
そこで「ぷらっと」で上演される作品の魅力、見どころを紹介したい。

「菊畑（きくばたけ）」
幕が開くと一面の菊。「畑」といっても花木の造園ではなく、お屋敷の庭園
だ。主は吉岡鬼一法眼（きいちほうげん）。平家全盛の時代、清盛に仕え
る文武両道に秀でた老人。真っ白い髭が印象的。陰陽師として知識が豊
か、剣術にも優れ風格がある。しかし心の底が知れぬ謎の人物。この館
に牛若丸が名前を隠して奉公し、鬼一が所持している兵法（戦の攻め方）
を記した巻物を奪おうという物語が展開する。牛若丸はのちの源義経。源
平の合戦でなぜあんなに強かったかという秘密がこの芝居でよくわかる。
　菊畑の中央に智恵内（ちえない）がいる。色奴（いろやっこ）という派手な
扮装。庭掃除をしている奴さんだ。そこへ腰元とともに、杖を突きながら鬼
一が登場。この杖は漆塗りで取っ手に鳩が彫られている上等なステッキ。
持ち方も独特。近くの方は必見。
第一声が「咲いたわ咲いたわ」と満足気。そのあと義太夫の語りにある「主
殿司（とのもつかさ）」「御垣守（みかきもり）」「京小袖（きょうこそで）」などは
菊の銘柄。難しい言葉が出てくると思考がストップしそうだが、菊の誉め
言葉なのだと軽く考えよう。智恵内の掃除の仕方を褒め、同じ熊野の出身
だと語る鬼一。
実は智恵内の本名は吉岡喜三太（きさんだ）。鬼一の実の弟。しかし鬼
一は、幼いころ別れたため顔を知らない。兄弟の父はもともと源氏方、し
かし、鬼一は清盛に奉公、弟は牛若丸を守るため、身分を隠しているの
だ。
そこへ、美しい姿の若衆奴・虎蔵（とらぞう）が帰ってくる。美男のはず、こ
れがイケメンヒーローの牛若丸なのだ。歌舞伎はなにも知らなくても楽しめ
るが、「鬼一の兄弟」とか「実は牛若」など知っていて見ると何倍も楽しめる。
このあと鬼一は智恵内に虎蔵を「杖で打て」と命じる。ここがポイント。理由
は外出に同道した姫君を伴って帰ってこなかった落ち度。命令されても牛
若は主人なので智恵内は困惑。ここは弁慶が義経を打つ「勧進帳」の場
面に重なって見逃せない。
このあと姫君・皆鶴（みなづる）登場。一気に華やかになる。牛若に恋をし
ている。また横恋慕する清盛の重臣、湛海（たんかい）。見るからに悪そう
で鬼一の家を乗っ取る企み。歌舞伎ならではのキャラクター様々を楽しめ
る。虎蔵は姫の恋心を利用して「巻物」を手に入れようとするが・・・実は姫
は虎蔵の正体を知っていて・・・・と思わぬ方向に・・・・
　今回は上演されないが、やはり知っておくとさらに楽しめる秘密をお教
えする。牛若丸が鞍馬山で天狗から剣術指南を受けたのは有名な伝説。
その大天狗が実は鬼一法眼で、源氏に心寄せていたことが後で判明。ま
た「巻物」は皆鶴姫に託し牛若と結婚させる。鬼一は責任を取って切腹し
て果てる・・・という壮絶な物語が隠されている。冒頭「底の知れぬ謎の人
物」とかいた「底」はこれ。じっくり楽しみたい。ちなみに巻物の正式名称
は「六韜三略（りくとうさんりゃく）」その中の「虎の巻」をめぐる物語。試験勉
強で使った「虎の巻」の語源である。

「土蜘（つちぐも）」
新古演劇十種（しんこえんげきじゅっしゅ）というサブタイトルがつく。これ
は市川團十郎家の「歌舞伎十八番」同様、尾上菊五郎家の得意の出し
物、いわば家の芸として明治時代に、五代目菊五郎が制定したものの一
つという意味。明治時代、文明開化の、国際化の時代、高尚な日本の伝
統文化としての歌舞伎を作る風潮のなか、能の「土蜘蛛」を原作にして生
まれた歌舞伎舞踊の名作である。
　背景には能舞台の鏡板を踏襲し「松羽目」という大道具で老松が描か
れ、五色の幕が下手と花道の鳥屋口に配され能楽由来を象徴している。
大江山の酒呑童子を退治した英雄、源頼光（らいこう）が土蜘蛛の精に襲
われる物語。
　土蜘蛛とは本来、中央政権になびかない地方の豪族などの意味だが、
為政者側は「蜘蛛」「鬼」などと呼んで不気味なイメージを与え、その壊滅
をめざしていた。
舞台は「頼光の館」頼光は風邪で療養中。舞踊劇なので随所に見どころあ
る踊りが展開する。侍女の胡蝶（こちょう）が薬を持参し、頼光を慰める踊り
もそれだ。都周辺の紅葉が美しいと高雄、嵐山などの錦織なす風景をあで
やかに描く。最初の見どころ。機嫌よく就寝する頼光に怪しい僧が現れる。
ここが次のポイント。幕の音もたてず、照明も薄暗い中、ふと気づくと立っ
ている。ぞっとする。比叡山の高僧が見舞に来た。名前は智籌（ちちゅう）と
いう。出家し諸国修行の旅をした体験を踊る部分が見せ所だが真夜中
の訪問は不気味、名前の「ちちゅう」とは「蜘蛛」の音読み。正体は蜘蛛�
いきなり蜘蛛の糸をまき散らし襲い掛かる急展開。悪役スパイダーマンの
登場だ。結局、頼光が斬りつけると血を流して逃げてゆく。花道の附け際
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穂の国とよはし芸術劇場で楽しむ歌舞伎
「菊畑」と「土蜘」によせて

　～イケメンヒーローと
　　　悪役スパイダーマン～
　　　　　　葛西　聖司

きくばたけ

ちえない しゃすやっこ

とのもつかさ みかきもり きょうこそで

きさんだ

とらぞう

みなづる

たんかい

つちぐも

しんこえんげきじゅっしゅ

らいこう

こちょう

ちちゅう

つな やすまさ

きいちほうげん

りくとうさんりゃく
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『Shakespeare’s R&J

～シェイクスピアのロミオとジュリエット～』
6/24 ［土］ 13:00開演
6/25 ［日］ 13:00開演

厳格なカソリックの全寮制男子校の寄宿舎で暮らしている
4人の学生。4人は秘かに、禁断の書『ロミオとジュリエッ
ト』を題材に遊び始める！
現在も世界中で上演されているジョー・カラルコ脚色の作
品を、今、最も旬な若手実力派俳優4人で上演します。
原作＝W.シェイクスピア
脚色＝ジョー・カラルコ
翻訳＝松岡和子
演出＝田中麻衣子
出演＝北川拓実（少年忍者／ジャニーズJr）、木戸大聖、
青木滉平（少年忍者／ジャニーズJr）、中田圭祐
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席6,000円、A席4,000円ほか

JACROW『ざくろのような』
7/8 ［土］ 14:30開演
7/9 ［日］ 14:30開演

脚本・演出＝中村ノブアキ
出演＝小平伸一郎、狩野和馬、宮越麻里杏、谷仲恵輔、
福田真夕、芦原健介、佐藤貴也、吉田テツタ、堤  千穂
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般 4,000円、U25 2,000円、高校
生以下 1,000円

【同時上演】
『つながるような』
7/8 ［土］ 17:30開演
『ざくろのような』の後日譚を描いた二人芝居です。
料金＝［全席指定］一般 1,000円、U25 500円
※終演後トークあり。

若手音楽家育成事業

プラットワンコインコンサート
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽
しめる機会を」と企画されたPLATオリジナルのワンコイ
ンコンサートです。500円で贅沢なひとときをお過ごしく
ださい。
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・整理番号付］500円

7/20 ［木］ 
14:00開演
『打楽器の宴』
濵田紗冶伽（打楽器）

9/8 ［金］ 14:00開演
『詩人アイヒェンドルフの森』
千賀さゆり＆安成紅音リートデュオ　
千賀さゆり（ソプラノ）、安成紅音（ピアノ）

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉劇場窓口・電話
　0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］
◉オンライン
　http://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］
◉チケット販売
　販売初日はオンライン・電話のみ取り扱い。翌日以降、
　残席がある場合は窓口販売あり。

U25・高校生以下割引ご案内 

ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設
定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半
額／高校生以下：1,000円
◉購入方法＝各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

マイセレクト4対象公演

託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合
せはプラットチケットセンターまで

PLAT主催・共催公演情報

ワンコインコンサート

チケットセンター

ワークショップ

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約でき
ます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

シス・カンパニー『ヴィクトリア』
7/11 ［火］ 14:00開演

大竹しのぶ、藤田俊太郎。注目の顔合わせで描く一人
芝居。終演後、大竹しのぶとゲスト中井美穂さんによるト
ークあり。
作＝イングマール・ベルイマン
演出＝藤田俊太郎   
翻訳＝肥田光久
出演＝大竹しのぶ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席8,000円ほか

映画『プリズン・サークル』
上映会＆トーク
7/29 ［土］ 13:00開演
取材許可まで6年、撮影2年―初めて日本の刑務所にカ
メラを入れた圧巻のドキュメンタリー。上映終了後、坂上
香監督と平田満（PLATアソシエイトアーティスト）によるト
ークあり。

過熱する犯罪報道、 厳罰化を叫ぶ声̶
けれど私たちは、この国の「罪」と「罰」について多くを知
らない。
「島根あさひ社会復帰促進センター」は、官民協働の新し
い刑務所。警備や職業訓練などを民間が担い、ドアの施
錠や食事の搬送は自動化され、ICタグとCCTVカメラが
受刑者を監視する。しかし、その真の新しさは、受刑者同
士の対話をベースに犯罪の原因を探り、更生を促す「TC
（Therapeutic Community=回復共同体）」というプログラ
ムを日本で唯一導入している点にある。なぜ自分は今ここ
にいるのか、いかにして償うのか？ 彼
らが向き合うのは、犯した罪だけでは
ない。幼い頃に経験した貧困、いじめ、
虐待、差別などの記憶。痛み、悲しみ、
恥辱や怒りといった感情。そして、そ
れらを表現する言葉を獲得していく…。

会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般1,000円、
U25 500円
※視覚に障がいのあるお客様のため
の「音声ガイド」サービスあり（要事前
申込）

【関連イベント】
平田満企画 

「対話を考える」vol.4

『哲学対話ワークショップ』
7/29 ［土］ 17:00～18:00

会場＝PLAT主ホール
参加費＝1,000円
対象＝PLATで映画『プリズン・サーク
ル』を鑑賞する高校生以上
定員＝15 人程度（選考、PLATで開
催した哲学対話未経験者優先）
申込方法＝6月23日（金）17:00まで
に①参加申込書を窓口、FAXにて提
出②劇場ホームページの専用申込フ
ォームより申込み。

松竹大歌舞伎
7/31 ［月］ 
12:30開演／17:00開演
演目＝鬼一法眼三略巻『菊畑』、『土蜘』
出演＝尾上松緑ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝S席 10,000円、S席ペア18,000円、A席 7,000円、
B席 5,000円ほか※小学生～ 18歳以下無料招待あり。
歌舞伎弁当・特製和菓子の予約受付中。
［特別協賛：サーラグループ］

PLATダンス・レジデンス作品集

康本雅子
『全自動煩脳ずいずい図』

8/5 ［土］ 14:30開演
8/6 ［日］ 14:30開演

会員先行＝6月3日（土）  
一般＝6月17日（土）
作・振付＝康本雅子
音楽提供＝オオルタイチ
出演＝小倉 笑、菊沢将憲、小林 萌、小山まさし、
鈴木春香、辻本 佳、村上 渉、康本雅子　
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］一般 
3,500円、U25 1,700円、高校生以下 1,000円

プラット親子わくわくプログラム2023／
若手音楽家育成事業

MuSA「テューバとマリンバの
夏休みコンサート」
8/8 ［火］ 11:00開演／14:00開演
テューバとマリンバが動きながら演奏する!?世界的にとて
も珍しい編成による、子どもも大人も楽しめる約30分のコ
ンサートです。
出演＝MuSA 佐藤美玖［打楽器］、森脇直哉［テューバ］
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由］入場無料（要整理券または劇場ホーム
ページから要申込）※整理券は劇場1階窓口にて7月1
日（土）10：00より配布開始。

ぷらっとワークショップ
「流木アーティストになろう！」

8/8［火］
10:00～10:45／13:00～13:45

流木の音と形と体でお話を作るワークショップです。
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝500円
対象＝小学生以上
定員＝15名（先着順）
申込方法＝7月1日（土）10：00より①プラットチケットセ
ンターの窓口・電話・FAXにて申込み②劇場ホームページ
の専用申込フォームより申込み。

『エブリ・ブリリアント・シング』
9/1 ［金］ 19:00開演
9/2 ［土］ 14:30開演
9/3 ［日］ 14:30開演

2020年に体験型演劇スタイルで高評価を得た一人芝居
の再演。佐藤隆太の確かな演技力で、生きづらさを抱え
る人達への温かいメッセージを響かせます。
会員先行＝7月1日（土）
一般＝7月15日（土）
作＝ダンカン・マクミラン、ジョニー・ドナヒュー
翻訳・演出＝上田一豪
演出補＝桐山知也
出演＝佐藤隆太
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］ 一般 4,500
円、  U25 2,200円、高校生以下 1,000円

【関連企画】
『エブリ・ブリリアント・シング』 
演劇ワークショップ
「世界は“ステキなこと”であふれてる！？」
7/15［土］13:00～17:00

『エブリ・ブリリアント・シング』の世界観、参加者の経験、
出会いを通して、小さなシーンづくりを行う演劇ワークショ
ップです。
講師＝桐山知也
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝1,000円
対象＝高校生以上の演劇に興味のある方（演劇経験不
問）
定員＝20名（先着順）
申込方法＝7月10日（月）までに①参加申込書を窓口、
FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォームより
申込み。マイセレクト

2023

濵田紗冶伽

安成紅音千賀さゆり

野村万作

舞台写真

舞台写真 撮影：阿部章仁

野村萬斎

プラット親子わくわくプログラム2023

『くるみ割り人形外伝』
8/19 ［土］ 14:00開演

劇作家・演出家としての活躍目覚ましい根本宗子がPLAT
初登場。世界中で愛されるバレエの名作『くるみ割り人形』
をもとに、お芝居／バレエ／踊り・歌／音楽と見どころ満
載のステージです。大道芸 inとよはしでも圧巻のパフォー
マンスをみせた姉妹ユニット、チャラン・ポ・ランタンにも
ご注目ください。
作・演出＝根本宗子
音楽＝小春 (チャラン・ポ・ランタン )
出演＝大橋凜乃／澤田杏菜（Ｗキャスト）、中村鶴松、一
色洋平、もも（チャラン・ポ・ランタン）、山之口理香子
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般 5,000円、U25 2,500円、こども
（高校生以下）500円※4歳～18歳無料招待あり。

【関連企画】
野田慈伸 演劇ワークショップ
「少し過剰にはみだしてみる
演劇ワークショップ」

8/5 ［土］ 11:00～13:30

本作で作・演出をつとめる野田慈伸さんによる、戯曲を用
いた演劇ワークショップです。
会場＝PLAT創造活動室B
参加費＝1,000円
対象＝高校生以上の演劇に興味のある方。（演劇経験不
問）
定員＝15名（応募者多数の場合選考あり）
申込方法＝7月15日（土）17:00までに①参加申込書を
窓口、FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォ
ームより申込み。

平田満企画 

「対話を考える」vol.5

『哲学対話ワークショップ』
9/16 ［土］ 16:30～18:00

会場＝PLAT創造活動室B
参加費＝1,000円
対象＝PLATで『POPPY!!!』を鑑賞する高校生以上（演劇
経験不問）
定員＝15 人程度（選考、PLATで開催した哲学対話未経
験者優先）
申込方法＝7月15日（土）10:00～8月18日（金）17:00
に①参加申込書を窓口、FAXにて提出②劇場ホームペー
ジの専用申込フォームより申込み。

アル☆カンパニー
『POPPY!!!』

9/15 ［金］ 19:00開演
9/16 ［土］ 13:00開演

平田満と井上加奈子によるアル☆カンパニーの新機軸で
あるアル☆カンパニー・ラボの『POPPY!!!』が早くも再演。
ぐだぐだしているようにみえて意外にまじめで純情、そして
やさしく熱い、がんばらない人たちのがんばるお話。
会員先行＝7月15日（土）
一般＝7月29日（土）
作・演出＝野田慈伸
出演＝平田満、井上加奈子、町田水城、平田耕太郎、
徳橋みのり、青山祥子
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般4,000円ほか

※15日（金）は終演後トークあり。

南イタリア伝統音楽 &舞踊　
灼熱のタランテッラ
9/17 ［日］ 16:00開演
栄誉ある英国のワールドミュージックの賞SONGLINES 
MUSIC AWARDS“2018年度の最優秀グループ”賞を受
賞したイタリア半島のかかと部分、プーリア州出身のグルー
プ "カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ" による南
イタリアの伝統音楽＆舞踊によるコンサートをお届けします。
会員先行＝7月15日（土）
一般＝7月29日（土）
出演＝カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般4,000円ほか※小学生～ 18歳
以下無料招待あり。

野村万作・野村萬斎
狂言公演2023

9/22 ［金］ 14:00開演／18:30開演
人間国宝・野村万作と、現代劇や映画でも活躍する野村
萬斎ほか「万作の会」による狂言公演です。
会員先行＝7月22日（土）
一般＝8月5日（土）
出演＝野村万作、野村萬斎、野村裕基、ほか万作の会
演目＝末広かり、月見座頭、越後聟 祝言之式

会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席5,000円、A席3,000円ほか
※発売日初日はお一人様1申込につき1公演4枚までの
枚数制限有り。

劇団四季『ジョン万次郎の夢』
10/1 ［日］ 16:30開演　
幕末、日本人で初めてアメリカへ渡ったとされ、日米の架
け橋として幾多の業績を残した中濱万次郎（ジョン万次
郎）の半生を描いた四季オリジナルのファミリーミュージ
カル。
会員先行＝7月23日（日）
一般＝7月29日（土）
初演台本・構成・演出＝浅利慶太
作曲＝三木たかし
振付＝加藤敬二
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席大人6,000円、S席小学生以下
4,000円、A席大人4,000円、A席小学生以下3,000円

『ピエタ』
8/9 ［水］ 18:30開演
8/10 ［木］ 13:00開演
原作＝大島真寿美「ピエタ」（ポプラ社）
脚本・演出＝ペヤンヌマキ
音楽監督＝向島ゆり子
出演＝小泉今日子、石田ひかり、峯村リエ／広岡由里子、
伊勢志摩、橋本朗子、高野ゆらこ／向島ゆり子、会田桃子、
江藤直子
会場＝PLAT主ホール

インターンシップ2023

研修生募集
劇場の仕事や演劇・音楽・ダンスなどの舞台芸術に関わる
仕事に興味のある方のためのインターンシッププログラム。
音楽事業・ワークショップ事業の企画制作について、コー
スに分かれて体験的に学びます。
※詳細は劇場ホームページをご確認ください。
料金＝1,000円（保険料実費等として）
定員＝各コース1～ 2名（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝6月30日（金）17:00までに①申込書に必要
事項を記入の上、窓口に持参かFAX（0532-55-8192）
②劇場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。

18歳以下のお子様を
無料ご招待［座席限定・事前申込制］
文化庁による子供文化芸術活動支援事業（劇場・音楽堂
等の子供鑑賞体験支援事業）として、以下の公演が採択
されました。ぜひこの機会をご活用ください。
公演によって申込方法が異なります。詳細は劇場HPにて
ご確認のうえお申込みください。

7/31  松竹大歌舞伎
8/19  『くるみ割り人形外伝』
9/17  南イタリアの伝統音楽 ＆ 舞踊
　　　灼熱のタランテッラ
10/19-22  ミュージカル『天翔ける風に』
2024/1/12-14  『海をゆく者』
対象＝公演当日に小学生～ 18歳の方
（『くるみ割り人形外伝』のみ4歳～ 18歳の方）

ワークショップファシリテーター
養成講座 2023［前期］
長期的・継続的な視点でワークショップを進行する人材「フ
ァシリテーター」を地域に育成する連続講座。前期では「ワ
ークショップ縁日」に向けて、ワークショップをつくりながら
進行について学んでいきます。
7月16日（日）～ 8月27日（日）【全7回】
講師＝柏木陽、すずきこーた、吉野さつき
会場＝PLATほか
対象＝18歳以上で極力全日程参加できる方。演劇経験
不問。
料金＝3,000円［全7回］
定員＝20名（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝7月7日（金）17:00までに①申込書に必要事
項を記入の上、窓口に持参かFAX（0532-55-8192）②劇
場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。

康本雅子

大橋凛乃 澤田杏菜

中村鶴松

森脇直哉 佐藤美玖

一色洋平

舞台写真  撮影：鈴木淳

舞台写真  撮影：御堂義乘

「土蜘」 ©松竹株式会社

【関連企画】
ワークショップ
「イタリア伝統楽器・タンブレッロを体験
する」
9/17［日］14:30～15:15

イタリア南部の文化に関する小話やダンスを交えて、イタ
リアの伝統楽器「タンブレッロ」の魅力を伝えます。
講師＝本公演出演者
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝無料
対象＝「灼熱のタランテッラ」チケットご購入の方
定員＝30名（先着順）
申込方法＝7月15日（土）10：00より①参加申込書を窓
口、FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォー
ムより申込み。

カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ

ワークショップファシリテーター養成講座　昨年度の様子

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

6月24日のみ

共催

共催

共催

12:30回
のみ

7月8日のみ

2023マイセレクト

2023マイセレクト

好評発売中

予約枚数終了

8月5日のみ

2023マイセレクト

2023マイセレクト

9月2日
のみ

2023マイセレクト

9月16日のみ

14:00のみ

2023マイセレクト
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『Shakespeare’s R&J

～シェイクスピアのロミオとジュリエット～』
6/24 ［土］ 13:00開演
6/25 ［日］ 13:00開演

厳格なカソリックの全寮制男子校の寄宿舎で暮らしている
4人の学生。4人は秘かに、禁断の書『ロミオとジュリエッ
ト』を題材に遊び始める！
現在も世界中で上演されているジョー・カラルコ脚色の作
品を、今、最も旬な若手実力派俳優4人で上演します。
原作＝W.シェイクスピア
脚色＝ジョー・カラルコ
翻訳＝松岡和子
演出＝田中麻衣子
出演＝北川拓実（少年忍者／ジャニーズJr）、木戸大聖、
青木滉平（少年忍者／ジャニーズJr）、中田圭祐
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席6,000円、A席4,000円ほか

JACROW『ざくろのような』
7/8 ［土］ 14:30開演
7/9 ［日］ 14:30開演

脚本・演出＝中村ノブアキ
出演＝小平伸一郎、狩野和馬、宮越麻里杏、谷仲恵輔、
福田真夕、芦原健介、佐藤貴也、吉田テツタ、堤  千穂
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般 4,000円、U25 2,000円、高校
生以下 1,000円

【同時上演】
『つながるような』
7/8 ［土］ 17:30開演
『ざくろのような』の後日譚を描いた二人芝居です。
料金＝［全席指定］一般 1,000円、U25 500円
※終演後トークあり。

若手音楽家育成事業

プラットワンコインコンサート
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽
しめる機会を」と企画されたPLATオリジナルのワンコイ
ンコンサートです。500円で贅沢なひとときをお過ごしく
ださい。
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・整理番号付］500円

7/20 ［木］ 
14:00開演
『打楽器の宴』
濵田紗冶伽（打楽器）

9/8 ［金］ 14:00開演
『詩人アイヒェンドルフの森』
千賀さゆり＆安成紅音リートデュオ　
千賀さゆり（ソプラノ）、安成紅音（ピアノ）

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉劇場窓口・電話
　0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］
◉オンライン
　http://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］
◉チケット販売
　販売初日はオンライン・電話のみ取り扱い。翌日以降、
　残席がある場合は窓口販売あり。

U25・高校生以下割引ご案内 

ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設
定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半
額／高校生以下：1,000円
◉購入方法＝各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

マイセレクト4対象公演

託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合
せはプラットチケットセンターまで

PLAT主催・共催公演情報

ワンコインコンサート

チケットセンター

ワークショップ

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約でき
ます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

シス・カンパニー『ヴィクトリア』
7/11 ［火］ 14:00開演

大竹しのぶ、藤田俊太郎。注目の顔合わせで描く一人
芝居。終演後、大竹しのぶとゲスト中井美穂さんによるト
ークあり。
作＝イングマール・ベルイマン
演出＝藤田俊太郎   
翻訳＝肥田光久
出演＝大竹しのぶ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席8,000円ほか

映画『プリズン・サークル』
上映会＆トーク
7/29 ［土］ 13:00開演
取材許可まで6年、撮影2年―初めて日本の刑務所にカ
メラを入れた圧巻のドキュメンタリー。上映終了後、坂上
香監督と平田満（PLATアソシエイトアーティスト）によるト
ークあり。

過熱する犯罪報道、 厳罰化を叫ぶ声̶
けれど私たちは、この国の「罪」と「罰」について多くを知
らない。
「島根あさひ社会復帰促進センター」は、官民協働の新し
い刑務所。警備や職業訓練などを民間が担い、ドアの施
錠や食事の搬送は自動化され、ICタグとCCTVカメラが
受刑者を監視する。しかし、その真の新しさは、受刑者同
士の対話をベースに犯罪の原因を探り、更生を促す「TC
（Therapeutic Community=回復共同体）」というプログラ
ムを日本で唯一導入している点にある。なぜ自分は今ここ
にいるのか、いかにして償うのか？ 彼
らが向き合うのは、犯した罪だけでは
ない。幼い頃に経験した貧困、いじめ、
虐待、差別などの記憶。痛み、悲しみ、
恥辱や怒りといった感情。そして、そ
れらを表現する言葉を獲得していく…。

会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般1,000円、
U25 500円
※視覚に障がいのあるお客様のため
の「音声ガイド」サービスあり（要事前
申込）

【関連イベント】
平田満企画 

「対話を考える」vol.4

『哲学対話ワークショップ』
7/29 ［土］ 17:00～18:00

会場＝PLAT主ホール
参加費＝1,000円
対象＝PLATで映画『プリズン・サーク
ル』を鑑賞する高校生以上
定員＝15 人程度（選考、PLATで開
催した哲学対話未経験者優先）
申込方法＝6月23日（金）17:00まで
に①参加申込書を窓口、FAXにて提
出②劇場ホームページの専用申込フ
ォームより申込み。

松竹大歌舞伎
7/31 ［月］ 
12:30開演／17:00開演
演目＝鬼一法眼三略巻『菊畑』、『土蜘』
出演＝尾上松緑ほか
会場＝PLAT主ホール
料金＝S席 10,000円、S席ペア18,000円、A席 7,000円、
B席 5,000円ほか※小学生～ 18歳以下無料招待あり。
歌舞伎弁当・特製和菓子の予約受付中。
［特別協賛：サーラグループ］

PLATダンス・レジデンス作品集

康本雅子
『全自動煩脳ずいずい図』

8/5 ［土］ 14:30開演
8/6 ［日］ 14:30開演

会員先行＝6月3日（土）  
一般＝6月17日（土）
作・振付＝康本雅子
音楽提供＝オオルタイチ
出演＝小倉 笑、菊沢将憲、小林 萌、小山まさし、
鈴木春香、辻本 佳、村上 渉、康本雅子　
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］一般 
3,500円、U25 1,700円、高校生以下 1,000円

プラット親子わくわくプログラム2023／
若手音楽家育成事業

MuSA「テューバとマリンバの
夏休みコンサート」
8/8 ［火］ 11:00開演／14:00開演
テューバとマリンバが動きながら演奏する!?世界的にとて
も珍しい編成による、子どもも大人も楽しめる約30分のコ
ンサートです。
出演＝MuSA 佐藤美玖［打楽器］、森脇直哉［テューバ］
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由］入場無料（要整理券または劇場ホーム
ページから要申込）※整理券は劇場1階窓口にて7月1
日（土）10：00より配布開始。

ぷらっとワークショップ
「流木アーティストになろう！」

8/8［火］
10:00～10:45／13:00～13:45

流木の音と形と体でお話を作るワークショップです。
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝500円
対象＝小学生以上
定員＝15名（先着順）
申込方法＝7月1日（土）10：00より①プラットチケットセ
ンターの窓口・電話・FAXにて申込み②劇場ホームページ
の専用申込フォームより申込み。

『エブリ・ブリリアント・シング』
9/1 ［金］ 19:00開演
9/2 ［土］ 14:30開演
9/3 ［日］ 14:30開演

2020年に体験型演劇スタイルで高評価を得た一人芝居
の再演。佐藤隆太の確かな演技力で、生きづらさを抱え
る人達への温かいメッセージを響かせます。
会員先行＝7月1日（土）
一般＝7月15日（土）
作＝ダンカン・マクミラン、ジョニー・ドナヒュー
翻訳・演出＝上田一豪
演出補＝桐山知也
出演＝佐藤隆太
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席自由・日時指定・整理番号付］ 一般 4,500
円、  U25 2,200円、高校生以下 1,000円

【関連企画】
『エブリ・ブリリアント・シング』 
演劇ワークショップ
「世界は“ステキなこと”であふれてる！？」
7/15［土］13:00～17:00

『エブリ・ブリリアント・シング』の世界観、参加者の経験、
出会いを通して、小さなシーンづくりを行う演劇ワークショ
ップです。
講師＝桐山知也
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝1,000円
対象＝高校生以上の演劇に興味のある方（演劇経験不
問）
定員＝20名（先着順）
申込方法＝7月10日（月）までに①参加申込書を窓口、
FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォームより
申込み。マイセレクト

2023

濵田紗冶伽

安成紅音千賀さゆり

野村万作

舞台写真

舞台写真 撮影：阿部章仁

野村萬斎

プラット親子わくわくプログラム2023

『くるみ割り人形外伝』
8/19 ［土］ 14:00開演

劇作家・演出家としての活躍目覚ましい根本宗子がPLAT
初登場。世界中で愛されるバレエの名作『くるみ割り人形』
をもとに、お芝居／バレエ／踊り・歌／音楽と見どころ満
載のステージです。大道芸 inとよはしでも圧巻のパフォー
マンスをみせた姉妹ユニット、チャラン・ポ・ランタンにも
ご注目ください。
作・演出＝根本宗子
音楽＝小春 (チャラン・ポ・ランタン )
出演＝大橋凜乃／澤田杏菜（Ｗキャスト）、中村鶴松、一
色洋平、もも（チャラン・ポ・ランタン）、山之口理香子
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般 5,000円、U25 2,500円、こども
（高校生以下）500円※4歳～18歳無料招待あり。

【関連企画】
野田慈伸 演劇ワークショップ
「少し過剰にはみだしてみる
演劇ワークショップ」

8/5 ［土］ 11:00～13:30

本作で作・演出をつとめる野田慈伸さんによる、戯曲を用
いた演劇ワークショップです。
会場＝PLAT創造活動室B
参加費＝1,000円
対象＝高校生以上の演劇に興味のある方。（演劇経験不
問）
定員＝15名（応募者多数の場合選考あり）
申込方法＝7月15日（土）17:00までに①参加申込書を
窓口、FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォ
ームより申込み。

平田満企画 

「対話を考える」vol.5

『哲学対話ワークショップ』
9/16 ［土］ 16:30～18:00

会場＝PLAT創造活動室B
参加費＝1,000円
対象＝PLATで『POPPY!!!』を鑑賞する高校生以上（演劇
経験不問）
定員＝15 人程度（選考、PLATで開催した哲学対話未経
験者優先）
申込方法＝7月15日（土）10:00～8月18日（金）17:00
に①参加申込書を窓口、FAXにて提出②劇場ホームペー
ジの専用申込フォームより申込み。

アル☆カンパニー
『POPPY!!!』

9/15 ［金］ 19:00開演
9/16 ［土］ 13:00開演

平田満と井上加奈子によるアル☆カンパニーの新機軸で
あるアル☆カンパニー・ラボの『POPPY!!!』が早くも再演。
ぐだぐだしているようにみえて意外にまじめで純情、そして
やさしく熱い、がんばらない人たちのがんばるお話。
会員先行＝7月15日（土）
一般＝7月29日（土）
作・演出＝野田慈伸
出演＝平田満、井上加奈子、町田水城、平田耕太郎、
徳橋みのり、青山祥子
会場＝PLATアートスペース
料金＝［全席指定］一般4,000円ほか

※15日（金）は終演後トークあり。

南イタリア伝統音楽 &舞踊　
灼熱のタランテッラ
9/17 ［日］ 16:00開演
栄誉ある英国のワールドミュージックの賞SONGLINES 
MUSIC AWARDS“2018年度の最優秀グループ”賞を受
賞したイタリア半島のかかと部分、プーリア州出身のグルー
プ "カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ" による南
イタリアの伝統音楽＆舞踊によるコンサートをお届けします。
会員先行＝7月15日（土）
一般＝7月29日（土）
出演＝カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］一般4,000円ほか※小学生～ 18歳
以下無料招待あり。

野村万作・野村萬斎
狂言公演2023

9/22 ［金］ 14:00開演／18:30開演
人間国宝・野村万作と、現代劇や映画でも活躍する野村
萬斎ほか「万作の会」による狂言公演です。
会員先行＝7月22日（土）
一般＝8月5日（土）
出演＝野村万作、野村萬斎、野村裕基、ほか万作の会
演目＝末広かり、月見座頭、越後聟 祝言之式

会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席5,000円、A席3,000円ほか
※発売日初日はお一人様1申込につき1公演4枚までの
枚数制限有り。

劇団四季『ジョン万次郎の夢』
10/1 ［日］ 16:30開演　
幕末、日本人で初めてアメリカへ渡ったとされ、日米の架
け橋として幾多の業績を残した中濱万次郎（ジョン万次
郎）の半生を描いた四季オリジナルのファミリーミュージ
カル。
会員先行＝7月23日（日）
一般＝7月29日（土）
初演台本・構成・演出＝浅利慶太
作曲＝三木たかし
振付＝加藤敬二
会場＝PLAT主ホール
料金＝［全席指定］S席大人6,000円、S席小学生以下
4,000円、A席大人4,000円、A席小学生以下3,000円

『ピエタ』
8/9 ［水］ 18:30開演
8/10 ［木］ 13:00開演
原作＝大島真寿美「ピエタ」（ポプラ社）
脚本・演出＝ペヤンヌマキ
音楽監督＝向島ゆり子
出演＝小泉今日子、石田ひかり、峯村リエ／広岡由里子、
伊勢志摩、橋本朗子、高野ゆらこ／向島ゆり子、会田桃子、
江藤直子
会場＝PLAT主ホール

インターンシップ2023

研修生募集
劇場の仕事や演劇・音楽・ダンスなどの舞台芸術に関わる
仕事に興味のある方のためのインターンシッププログラム。
音楽事業・ワークショップ事業の企画制作について、コー
スに分かれて体験的に学びます。
※詳細は劇場ホームページをご確認ください。
料金＝1,000円（保険料実費等として）
定員＝各コース1～ 2名（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝6月30日（金）17:00までに①申込書に必要
事項を記入の上、窓口に持参かFAX（0532-55-8192）
②劇場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。

18歳以下のお子様を
無料ご招待［座席限定・事前申込制］
文化庁による子供文化芸術活動支援事業（劇場・音楽堂
等の子供鑑賞体験支援事業）として、以下の公演が採択
されました。ぜひこの機会をご活用ください。
公演によって申込方法が異なります。詳細は劇場HPにて
ご確認のうえお申込みください。

7/31  松竹大歌舞伎
8/19  『くるみ割り人形外伝』
9/17  南イタリアの伝統音楽 ＆ 舞踊
　　　灼熱のタランテッラ
10/19-22  ミュージカル『天翔ける風に』
2024/1/12-14  『海をゆく者』
対象＝公演当日に小学生～ 18歳の方
（『くるみ割り人形外伝』のみ4歳～ 18歳の方）

ワークショップファシリテーター
養成講座 2023［前期］
長期的・継続的な視点でワークショップを進行する人材「フ
ァシリテーター」を地域に育成する連続講座。前期では「ワ
ークショップ縁日」に向けて、ワークショップをつくりながら
進行について学んでいきます。
7月16日（日）～ 8月27日（日）【全7回】
講師＝柏木陽、すずきこーた、吉野さつき
会場＝PLATほか
対象＝18歳以上で極力全日程参加できる方。演劇経験
不問。
料金＝3,000円［全7回］
定員＝20名（応募者多数の場合は選考）
申込方法＝7月7日（金）17:00までに①申込書に必要事
項を記入の上、窓口に持参かFAX（0532-55-8192）②劇
場ホームぺージの専用申込フォームより申込み。

康本雅子

大橋凛乃 澤田杏菜

中村鶴松

森脇直哉 佐藤美玖

一色洋平

舞台写真  撮影：鈴木淳

舞台写真  撮影：御堂義乘

「土蜘」 ©松竹株式会社

【関連企画】
ワークショップ
「イタリア伝統楽器・タンブレッロを体験
する」
9/17［日］14:30～15:15

イタリア南部の文化に関する小話やダンスを交えて、イタ
リアの伝統楽器「タンブレッロ」の魅力を伝えます。
講師＝本公演出演者
会場＝PLAT創造活動室A
参加費＝無料
対象＝「灼熱のタランテッラ」チケットご購入の方
定員＝30名（先着順）
申込方法＝7月15日（土）10：00より①参加申込書を窓
口、FAXにて提出②劇場ホームページの専用申込フォー
ムより申込み。

カンツォニエーレ・グレカニコ・サレンティーノ

ワークショップファシリテーター養成講座　昨年度の様子

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

6月24日のみ

共催

共催

共催

12:30回
のみ

7月8日のみ

2023マイセレクト

2023マイセレクト

好評発売中

予約枚数終了

8月5日のみ

2023マイセレクト

2023マイセレクト

9月2日
のみ

2023マイセレクト

9月16日のみ

14:00のみ

2023マイセレクト
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〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
電話＝0532-39-8810［代表］（9：00－20：00）
開館＝9：00－22：00  休館日＝第三月曜・年末・年始。
第三月曜が祝日の場合はその翌平日。
豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、
新豊橋駅（豊橋鉄道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用いただくか、
お近くの公共駐車場等をご利用ください。

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約できます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

U25・高校生以下割引ご案内
ほぼすべての財団主催公演に、
若い人にお得な料金を設定しています。
◉料金
U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半額
高校生以下：1,000円
◉購入方法
各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他
本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

令和4年6月1日からの劇場代表電話の
受付時間変更について
穂の国とよはし芸術劇場の代表電話の受付時間を、令和4年
6月1日（水）より以下の通りといたします。なお、開館時間・休
館日につきまして変更はございません。
◉代表電話番号　0532-39-8810
◉電話受付時間　9:00～20:00（休館日除く）
◉対応開始日　　令和4年6月1日（水）

令和4年6月1日からの劇場代表電話
の受付時間変更について
穂の国とよはし芸術劇場の代表電話の受付時間を、令
和4年6月1日（水）より以下の通りといたします。なお、
開館時間・休館日につきまして変更はございません。
◉代表電話番号　0532-39-8810
◉電話受付時間　9:00～20:00（休館日除く）
◉対応開始日　　令和4年6月1日（水）

チケットの購入・お問合せ
プラットチケットセンター
電話･窓口
0532-39-3090 ［休館日を除く10：00－19：00］
オンライン

http://toyohashi-at.jp ［24時間受付・要事前登録］

広告募集

外科・内科・胃腸科・麻酔科・肛門科

医療法人栄真会 伊藤医院  
豊橋市小池町字原下35  電話45-5283（代）

看板広告  アラキスタヂオ
豊橋市上伝馬町16  電話52-5586番

事務局／0532-62-9259（小川）

有限会社 魚伊
電話52-5256

グロトリアンピアノ地域特約店

白羽楽器 株式会社
電話053-464-3015

井上皮フ科クリニック
診療時間　月・火・木・金 10:00～13:00 16:00～19:00　
　　　　　土 10:00～14:00 　　  休診日＝水・日・祝
電話0532-55-7007  愛知県豊橋市向山町字中畑13-1 マイルストーン1F

プラス・ワンの付加価値をお客様に提供いたします。

豊橋市小池町36番地の1 TEL46-3281 FAX46-3285

整形外科・皮膚科・リウマチ科・リハビリテーション科

医療法人  大岩整形外科・皮フ科
院長 大岩俊久  豊橋市大橋通二丁目115 電話55-2100

ISO 9001  ISO 14001  愛知ブランド企業  認証・認定取得
株式会社 三光製作所
三光精密工業株式会社
豊橋市佐藤一丁目12番地の3

伝統的工芸品豊橋筆  
書道用品専門店

豊橋市呉服町四拾四番地 電話52-5514豊橋市新本町40  電話52-5473番

豊橋名産

創業文政年間

プラット主ホール・アートスペース公演等へのお客様は
30分150円を30分100円（上限4時間まで）に割引します。

整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科・麻酔科

　 医療法人  塩之谷整形外科
理事長 塩之谷 昌
豊橋市植田町関取54  電話0532-25-2115（代）

豊橋銀行協会  （順不同）

三菱UFJ銀行
三井住友銀行
十六銀行

みずほ銀行
三井住友信託銀行
愛知銀行

静岡銀行
清水銀行
中京銀行

名古屋銀行
三十三銀行
大垣共立銀行

調理と製菓のおいしい資格。

豊橋調理製菓専門学校
豊橋市八町通一丁目22-2  TEL53-2809

本と文具なら

TEL.54-2345

創業江戸 御茶席菓子専門 店

バラコの
寄り道ぷらぷら

芸術監督として、
これからの5年。
桑原裕子 
穂の国とよはし芸術劇場PLAT芸術監督

聞き手 矢作勝義 
穂の国とよはし芸術劇場PLAT芸術文化プロデューサー「同じ轍と、新たな地獄」

穂の国とよはし芸術劇場 芸術監督

桑原裕子

矢作―― PLAT10周年を機に、「芸術文化アド
バイザー」から「芸術監督」に名称変更となりま
した。

桑原―― 10周年おめでとうございます。矢作さ
んはPLATの立ち上げから関わられて、今、劇
場が育ってきたという感じはありますか。
矢作――ここ3年、コロナで一回止まってしまい
ましたが、一度足元から見直すという機会にも
なったと思います。開館以来思っていた以上に
順調で、それは、豊橋演劇鑑賞会などがこの地
で長年活動してきたこと、立地条件や演劇とダ
ンスにフォーカスしたコンパクトな施設が、そう
いう状況を生み出したという気がします。
桑原――結果的に、ここでもう一つ高いクオリテ
ィーのものを目指せば、また違う形でお客さん
が増える可能性もある。その夢に懸けるというか、
長いスパンで見た時に、コロナ禍を、ある種ル
ネサンスみたいな復興期にしていけるかが私
たちにかかっていると思いますね。
矢作――そのとおりです。桑原さんとはこの5年
間をかけて、「ああ、何かやれるよね」と確認でき
たので、あと少なくとも5年は、アドバイザーから
芸術監督として一緒に劇場のこと、舞台芸術界
のことを考えていくことができればと思っています。
桑原――この5年は、私の中では街の人たちを
知っていくことから可能性を広げていくという機
会だったと思います。市民と創造する演劇『甘
い丘』は、コロナのど真ん中という一番大変な時
に、「それでもやるんだね、私たち」と市民の人
たちと分かち合ったのはすごく大きかった。
矢作――前アドバイザーの平田満さんは、地元
出身というだけではなく、テレビや映画といった
メディアによく出ておられる俳優で、名前も顔も
皆さんご存知です。片や桑原さんは俳優だけで
なく、脚本家、演出家という顔もお持ちです。桑
原さんに演出をしていただいた市民と創造する
演劇『甘い丘』でも分かったのですが、市民の
皆さんの中には、KAKUTAの桑原さんが演出

チケットの購入・お問合せ
プラットチケットセンター
電話･窓口
0532-39-3090 ［休館日を除く10：00－19：00］
オンライン

http://toyohashi-at.jp ［24時間受付・要事前登録］

をやるなら一緒に作品を作りたいという対象とし
て桑原さんを見ていると思うのです。
桑原――もともとPLATは、私たち小劇場の劇
団からすると憧れというか、ハイクオリティな作
品をチョイスしている、さすが平田満さんのいら
っしゃる劇場、というブランドイメージがありまし
た。そこに、自分が入ったのならば、全然違うア
プローチから行くしかないと。様々な創作を通
じて、私自身がこの劇場に体温を感じていくの
と比例し、街の人たちがこの劇場に温度を感じ
てくれるようになれば良いなと思っています。面
白いもの、すてきなものが「観られる」劇場から、
実際に自分たちも参加して「体験できる」私たち
の劇場、という思いが広がって、あの劇場に行
けば面白いことができると、東京だったり関西だ
ったり、もっと違うところからも参加する人たちが
増えたらいいなと思っています。
矢作――桑原さんがおっしゃったような、劇場
がこの豊橋にあるんだ、東三河にあるんだ、と
いう誇りを地域の皆様に持ってもらいたいと思
います。

桑原――コロナ禍の世の中が大変な時に、劇場
スタッフと一緒にPLATで文化祭『Art Platter』

をやりました。将来に向けては、文化祭を街の
人たちと、飾り付けや出店、パフォーマーも、み
んなでやりたい。それにむけて今、市民の皆さ
んとワークショップ形式で朗読演劇を作ってい
ます。面白そうな小説を限りなく演劇に近い朗読
として見せることを、「市民と創造する演劇」や
「高校生と創る演劇」に出演した人たちと創って
いる最中ですが、ゆくゆくは私がいなくとも、自
分たちだけで、PLATで自由に企画したり、市
民の人たちが自ら動き出したらいいなと。それ
がやがて水上ビルや図書館、のんほいパーク
等とコラボレーションするようなことにも、より深く
関わりたいなと思っております。
矢作――今年度上演するPLATプロデュース公
演の『たわごと（仮題）』についてお願いします。

桑原――自分が書いてきたものを客観的に考
えると、登場するのはいつも「寄る辺なき者たち」
なんです。ちょっと日陰というか、ひさしの下や
ビルの隙間とか、割と人目に付かない作業場の
裏側にいるような人たち。他者と強固な関係を
築くのが下手で、社会との繋がりに揺らぎや歪
みがある人たちにスポットを当てたい傾向があ
る。きっと『たわごと』にもこれらがキーワードとな

って作品のエッセンスになると思います。昨今
「生きづらい」という言葉が共通言語になってき
ましたが、以前、矢作さんに「桑原裕子ってどん
な作品を書いていると思いますか？」と、分析し
てもらった時に言っていただいた言葉が「生き
づらい世界で、それでも生きていく」という一言
だったのです。コロナ後の逼迫した社会、この
時代、他者とどう向き合って「それでも生きてい
く」のか、という問いかけを持って創作したいと
考えています。
　このところコメディやショー要素のある本を描
くことが多かったので、今、久しぶりに一番自分
の正直なものを書ける機会なのかもしれません。
実質的な執筆期間が短めで、震える思いですが、
強力な6名のキャストが充実した時間を過ごし
てもらうような濃厚な芝居を創りたいです。
矢作――豊橋と東京だけでなく、新しく劇場の
できる岡山や、関係性を徐々につくり上げたロ
ームシアター京都と繋がりながら、全国ツアーも
実施します。
桑原――それは本当に素晴らしいことですよね。
若い頃は演劇って東京か大阪に行かないとで
きないものと思っていましたが、今やその考えは
なくなりました。豊橋が演劇の中心になったって
いいし、岡山や京都などの地方がそれぞれ拠点
になってもいいという気概で臨んでいる。また、
地方の劇場同士が結び付いていくことができた
ら、全国どこにいても演劇が発展していく。これは、
画期的なこと。それを豊橋から発信していくこと
で熱量として伝えていきたいなと思います。

インタビュー

私たちは穂の国とよはし芸術劇場の活動を支援しています。

株式会社アイセロ

旭精機株式会社

株式会社イクモ　

税理士法人イグラ会計

イノチオホールディングス株式会社

株式会社エクスラージ

大和田和惠

株式会社オリエント楽器

医療法人佳道会 藤城歯科医院

蒲郡信用金庫

川西塗装株式会社

河原崎 妙

株式会社呉竹荘ホテルズ 豊橋ステーションホテル

株式会社三光製作所

三光精密工業株式会社

サーラエナジー株式会社

株式会社サーラコーポレーション

三遠機材株式会社

株式会社東雲座カンパニー

株式会社シュガーサウンド

大三紙業株式会社

トヨタネ株式会社

トヨネン株式会社

株式会社豊橋印刷社

豊橋芸術文化事業サポート株式会社

豊橋ケーブルネットワーク株式会社

豊橋信用金庫

豊橋鉄道株式会社

中野博三

早川直宏

株式会社平松食品

藤城建設株式会社

学校法人藤ノ花学園

株式会社豊川堂

松井商事株式会社

村田小児歯科センター

物語コーポレーション

有楽製菓株式会社 豊橋夢工場

若松園

匿名会員1名　　　　　　　　　　　　（五十音順）

特別賛助会員のご紹介
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矢作――PLAT10周年を機に、「芸術文化アドバイザー」から「芸術監督」に名称変更となりました。
桑原――10周年おめでとうございます。矢作さんはPLATの立ち上げから関わられて、今、劇場が育ってきたという感じはありますか。
矢作――ここ3年、コロナで一回止まってしまいましたが、一度足元から見直すという機会にもなったと思います。開館以降思っていた以上に順調で、そ
れは、豊橋の演劇鑑賞会がこの地で長年活動してきたこと、立地条件や演劇とダンスにフォーカスしたコンパクトな施設が、そういう状況を生み出し
たという気がします。
桑原――結果的に、ここでもう一つ高いクオリティーのものを目指せば、また違う形でお客さんが増える可能性もある。その夢に懸けるというか、長いス
パンで見た時に、コロナ禍を、ある種ルネサンスみたいな復興期にしていけるかが私たちにかかっていると思いますね。
矢作――そのとおりです。桑原さんとはこの5年間をかけて、「ああ、何かやれるよね」と確認できたので、あと少なくとも5年は、アドバイザーから芸術監
督として一緒に劇場のこと、舞台芸術界のことを考えていければと思っています。
桑原――この5年は、私の中では街の人たちを知っていくことから可能性を広げていくという機会だったと思います。市民と創造する演劇『甘い丘』は、
コロナのど真ん中という一番大変な時に、「それでもやるんだね、私たち」と市民の人たちと分かち合ったのはすごく大きかった。
矢作――前アドバイザーの平田満さんは、地元出身というだけではなく、テレビや映画といったメディアによく出ておられる俳優で、名前も顔も皆さんご
存知です。片や桑原さんは俳優だけでなく、脚本家、演出家という顔もお持ちです。桑原さんに演出をしていただいた市民と創造する演劇『甘い丘』で
も分かったのですが、市民の皆さんの中には、KAKUTAの桑原さんが演出をやるなら一緒に作品を作りたいという対象として桑原さんを見ていると思
うのです。

桑原――もともとPLATは、私たち小劇場の劇団からすると憧れというか、ハイクオリティな作品をチョイスしている、さすが平田満さんのいらっしゃる劇場、
というブランドイメージがありました。そこに、自分が入ったのならば、全然違うアプローチから行くしかないと。様々な創作を通じて、私自身がこの劇場
に体温を感じていくのと比例して、街の人たちがこの劇場に温度を感じてくれるようになれば良いなと思っています。面白いもの、すてきなものが「観られ
る」劇場から、実際に自分たちも参加して「体験できる」私たちの劇場、という思いが広がって、あの劇場に行けば面白いことができると、東京だったり
関西だったり、もっと違うところからも参加する人たちが増えたらいいなと思っています。
矢作――桑原さんがおっしゃったような、劇場がこの豊橋にあるんだ、東三河にあるんだ、という誇りを持ってもらえればいいなと思います。
桑原――コロナ禍の世の中が大変な時に、劇場スタッフと一緒にPLATで文化祭『Art　Platter』をやりました。将来に向けては、文化祭を街の人たちと、
飾り付けや出店、パフォーマーも、みんなでやりたい。それにむけて今、市民の皆さんとワークショップ形式で朗読演劇を作っています。面白そうな小説
を限りなく演劇に近い朗読として見せることを、「市民と創造する演劇」や「高校生と創る演劇」に出演した人たちと創っている最中ですが、ゆくゆくは私
がいなくとも、自分たちだけで、、PLATで自由に企画したり、市民の人たちが自ら動き出したらいいなと。それがやがて水上ビルや図書館、のんほい
パーク等とコラボレーションするようなことにも、より深く関わりたいなと思っております。
矢作――今年度上演するPLATプロデュース公演の『たわごと（仮題）』についてお願いします。
桑原――台本執筆はこれからですが、自分が書いてきたものを客観的に考えると、登場するのはいつも「寄る辺なき者たち」なんです。ちょっと日陰とい
うか、ひさしの下やビルの隙間とか、割と人目に付かない作業場の裏側にいるような人たち。他者と強固な関係を築くのが下手で、社会との繋がりに揺
らぎや歪みがある人たちにスポットを当てたい傾向がある。きっと『たわごと』にもこれらがキーワードとなって作品のエッセンスになると思います。昨今「生
きづらい」という言葉が共通言語になってきましたが、以前、矢作さんに「桑原裕子ってどんな作品を書いていると思いますか？」と、分析してもらった時
に言っていただいた言葉が「生きづらいと世界で、それでも生きていく」という一言だったのです。キーワードのもう一つは「それでも生きていく」ということ。
コロナ後の逼迫した社会、この時代、他者とどう向き合って「それでも生きていく」のか、という問いかけを持って創作したいと考えています。
　このところコメディやショー要素のある本を描くことが多かったので、今、久しぶりに一番自分の正直なものを書ける機会なのかもしれません。実質的
な執筆期間が短めで、震える思いですが、強力な6名のキャストが充実した時間を過ごしてもらうような濃厚な芝居を創りたいです。
矢作――豊橋と東京だけでなく、新しく劇場のできる岡山や、関係性を徐々につくり上げたロームシアター京都と繋がりながら、全国ツアーも実施します。
桑原――それは本当に素晴らしいことですよね。若い頃は演劇って東京か大阪に行かないとできないものと思っていましたが、今やその考えはなくなりま
した。豊橋が演劇の中心になったっていいし、岡山や京都などの地方がそれぞれが拠点になってもいいという気概で臨んでいる。また、地方の劇場同
士が結び付いていくことができたら、全国どこにいても演劇が発展していく。これは、画期的なこと。それを豊橋から発信していくことで熱量として伝えて
いきたいなと思います。
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